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熊本市の政令指定都市移行を実現させよう！

熊本市の合併・政令指定都市に向けた動き熊本市の合併・政令指定都市に向けた動き

平成21年 5月25日 第７回 熊本市・植木町合併協議会（全協議項目終了）植木町

平成21年 5月22日 第７回 熊本市・城南町合併協議会（全協議項目終了）城南町

●火の君の里　城南町
熊本県のほぼ中央部に位置し、熊本市の南13ｋｍの地点にあります。まちの北端を東から西にかけて緑
川が流れています。北部一帯はその左岸にあたり、ほぼ平坦な地形をなしています。まちの中央部から東
方にかけて舞原台地が広がっており、その台地と平坦部の境を中心にまちの中心市街地が広がっていま
す。まちの中央を南東から北西の方向に浜戸川が流れており、その流域に平坦な水田地帯が形成されてい
ます。まちの南部一帯はおだやかな丘陵地を形成する中山間的地域となっています。
名物いろいろ・・・辛子レンコン、馬刺、麺製品、竹工芸、塚原古墳群など

「火の君」・・・自然豊かな城南町には、古代、現八代市から熊本平野まで勢力を誇っていた九州有数の
豪族「火の君」の存在を彷彿とさせる古墳などがたくさん見られます。国指定史跡の
「塚原古墳群」や、西日本最大級の「御領貝塚」などがあり、文化財の宝庫です。
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■平成21年6月17日（水） 熊本日日新聞広告掲載 ■平成21年6月18日（木） 熊本日日新聞広告掲載

城南町

■人　口
■世帯数

19,641人
  6,022世帯

（平成17年国勢調査）

●スイカの名産地　植木町
熊本県の北西部、熊本市の中心から北へ１２ｋｍの地点にあり、古くから交通の要衝として発展しまし
た。現在もＪＲ鹿児島本線の植木・田原坂の２駅と九州自動車道植木ＩＣがあるほか、国道３号、２０８号
も走り県北の玄関口としての役割を担っています。 恵まれた自然条件の中で、第一産業から第三次産業
までの就業人口や生産額はほぼ均衡がとれ、商業、工業も活気があり、町の基幹産業として農業、スイカ、
メロンなどの施設園芸、畜産なども盛んです。
名物いろいろ・・・スイカ、メロン、みかん、田原坂公園など

「スイカ」・・・植木町のスイカ生産は全国で１位（平成１８年産）です。春から初夏にかけて出荷され
る促成スイカは全国的にも大変有名です。

Pick UP

植木町

■人　口
■世帯数

30,772人
  9,736世帯

（平成17年国勢調査）

■平成21年5月31日（日） くまもと城下まつり出展

■新聞広報

■平成21年6月17日（水） 政令指定都市推進講演会
　　　　　　　　　　　  『～政令指定都市の先に目指すまちづくり～』

■平成21年6月18日（木） 政令指定都市推進意見交換会
　 『城南町・植木町・熊本市が合併～政令指定都市になれば地域はこう変わる』

■平成21年4月22日(水) 通常総会開催
　通常総会には、本協議会を構成する多くの会員の皆様が参加さ
れ、平成20年度事業報告、平成21年度事業計画について協議いたし
ました。合併特例法の期限が迫るなか、政令指定都市の必要性をよ
り一層理解してもらうため、今後も、街頭パレードやシンポジウム
など効果的な広報活動に取り組むこととなりました。
　また、政令指定都市実現を強くアピールしていくため、「政令指定
都市実現は熊本にとって明治維新以来の大きな転換期ととらえ、熊
本の発展の礎を築くため、政令指定都市実現に向けて最大限の努力
を行う」とするアピール文を採択いたしました。

熊本市

植木町

城南町

■平成21年3月30日（月） 熊本日日新聞広告掲載 ■平成21年4月2日（木）   熊本日日新聞広告掲載

　熊本城の入園者数が日本一になったことを記念し、「くまもと城下まつり」が開催され、当推進
協議会からもこれまでの活動やＰＲグッズの配布等を行う展示コーナーを出展いたしました。
　会員ならびに個人サポーターの方々を含め、たいへん多くの方にご来場いただき、政令指定
都市についての説明を行うとともに、パンフレットやＰＲグッズの配布を行いました。
　来場された方から合併・政令市について熱心に質問されたり、ＰＲグッズの配布時には人だ
かりができるなど、政令指定都市についての関心の高まりが感じられる出展となりました。

企業の協賛をいただき新聞広告を掲載いたしました！

グッズの配布を
行いました！

遠藤 敬 氏

上野 眞也 氏

　熊本市の政令指定都市移行の実現を目前に、熊本青年会議所との共催で『～政令指定都市の先
に目指すまちづくり～』と題した講演会を開催いたしました。
　この講演会では、大阪府堺市の政令指定都市実現に向けて尽力された堺・高石青年会議所元理
事長の遠藤敬氏をお招きして、政令指定都市に向けて合併の是非で揺れた高石市の例をもとに、
「政令指定都市」実現により「どのようなまちづくりを目指すのか」について講演していただきま
した。
　遠藤講師から、当時の活動に基づく体験談をお話いただくとともに、『政令指定都市は未来のま
ちづくりを行うためのスタートライン。行政と住民が手を携えて未来予想図を描いていってもら
いたい』といった応援をしていただきました。
　また、講演後には、植木町・城南町・熊本市の各界代表者がステージ上から意見発表を行いまし
た。各代表から、政令指定都市になることによるまちづくりへの期待や市・町住民の機運醸成のた
め、情熱と熱意を持って活動していこうといった意見が発表されました。

　熊本市の政令指定都市移行の実現を目前に、熊本経済同友会との共催で『城南町・植木町・熊本
市が合併～政令指定都市になれば地域はこう変わる』と題し、城南町、植木町及び熊本市の各種団
体・企業の代表者が一堂に会した意見交換会を開催いたしました。
　上野眞也教授の基調講話では、『政令指定都市は形でしかないという話もあるが、政令指定都市
になることによりビジネス・雇用・サービス向上のチャンスが得られる。政令指定都市という形が
必要。』、『次の世代のことを今いる私たちが考えなければならない。新しい都市で私たちは何が得
られるか、もう一度考えて欲しい。』といったお話がありました。
　また、意見交換会では、各市町の住民代表から、『政令市になることで一体的な観光振興に期待
する』、『市町住民で一緒にまちづくりをやっていきたい』、『合併については利害関係だけでなく、
子供たちの未来について考えて判断しなければ』といった意見が出され、政令指定都市への期待
の大きさと機運の醸成が感じられました。


